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【今月号の表紙】What a boy sees（少年は何を見る）

特集

感情と関係性を描ける
グラフィックレコーディング。
精神科におけるインパクトとは？
｜清水淳子（グラフィックレコーダー）、武田 俊（メディアプロデューサー・編集）

次 号 予 告 　2019年9月号

▶今月号の特集「メリデン版訪問家族支援」も、
特別記事「特定行為研修」も、一昨年の日精看
大会で発表者たちと出会い、依頼させていただい
たものです。考えてみれば自分は、中身についてす
ごく詳しく理解してから依頼するのではなくて、“こ
れは大事だ！”と自分のなかで直観が動いたら、す
ぐに興味をもって依頼してしまうようなことが多いで
す。▶というわけで、今回も原稿をいただいて読み
つつ、「へえ～そうなんだー！」「え？　そうだった
の？」と驚いたり感心したりの連続でした。▶ちなみ
に正直に告白すると、特別記事の原稿を整理する
なかで、「特定看護師」というのは新たな資格が生
まれたわけではなくて、通称なんだということを初め
て知った次第です（すみません、そんなレベルで）。
でも今後も、自分の直感を頼りにウロウロさまよい
続けたいと思います。［石川］

編集後記

＊予定ですので、著者、内容含め変更になる場合があります。

特別記事
琵琶湖病院で始まっている 
オープンダイアローグ
◎村上純一（琵琶湖病院・院長補佐）ほか

特別記事
「妄想を肯定する」ことから 
援助は始まる
◎村上靖彦（大阪大学教授）／べてるの家

レポート
「便」のにおいと嗅覚をめぐる 
介護職の戦術 
現場の暗黙知を集団にひらく
◎金井 聡（東京ボランティア、一橋大学修士課程）
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